
平成6年

侵

　　　　　　　　　　　　　　いらっしゃいませ！

　5月5日、ふるさと館駐車場で「中里村農家の暮らしを考える会」のみなさんが、消費者と

の交流を図り、農業の活性化に役立てようと、まごころこめて作った農産物や手づくり加工品を販

売しました。行楽帰りの方が車を止め、新鮮な山菜、農産物等を買い求めていました。

『
知
事
と
あ

　
　
“
わ
や
か
ト
D
り
』
に

　
　
　
　
あ
な
た
も
発
目
目
セ
ノ

　
知
事
が
広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
県
政
全
般

に
つ
い
て
意
見
、
提
言
を
聴
く
「
さ
わ
や
か
ト
ー

ク
」
が
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
地
域
を
対
象
に
中

里
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
6
月
2
7
日
鳳

会
場
ユ
ー
モ
ー
ル

時
間
午
後
1
時
3
0
分
か
ら

　
知
事
へ
の
発
言
は
、
当
日
、
自
由
に
で
き
ま
す

が
事
前
に
発
言
要
旨
を
把
握
で
き
れ
ば
と
い
う
こ

と
か
ら
折
り
込
み
し
て
あ
り
ま
す
「
さ
わ
や
か
ト

ー
ク
発
言
要
旨
書
」
に
記
載
の
う
え
、
五
月
三
十

日
㈲
に
必
着
で
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
時
間
の
制
約
も
あ
り
ま
す
の
で
知
事
へ

の
発
言
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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親
蕃
轟
撒
講
劉
教
室

に
参
加
蔓
議
難
継
わ

　
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
は
年
3
回

に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。
自
然
の

中
で
、
親
子
で
遊
び
回
っ
て
み
ま

し
よ
う
。

日
時
6
月
1
2
日
側
午
前
9

　
　
　
　
時
3
0
分
か
ら
午
後
3
時

　
　
　
　
ま
で

会
　
場
　
清
田
山
自
然
運
動
公
園

内
容
野
外
ゲ
ー
ム
や
遊
歩
道

　
　
　
　
を
利
用
し
た
自
然
観
察

　
　
　
　
を
行
い
ま
す
。

人
員
親
子
3
0
人
ま
で

　
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

民
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
2
回
目
以
降
の
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
．
7
月
9
日
日

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
・
1
1
月
6
日
印

　
　
　
　
　
　
　
（

村
民
、
翻
態
驚
吠
会

公

　
　
　
　
　
出
場
養
蓼
集

日
　
時
　
6
月
1
8
日
ω

　
　
　
　
午
前
7
時
会
場
集
合

会
　
場
　
上
越
国
際
C
C
十
日
町

　
　
　
　
コ
ー
ス

競
技
万
法
　
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
資
格
　
村
民
及
び
村
内
勤
務

　
　
　
　
　
者

申
し
込
み
　
6
月
8
日
ま
で
に
公

　
　
　
　
　
民
館
へ
（
住
所
、
氏

　
　
　
　
　
名
、
性
別
、
H
D
、

　
　
　
　
　
電
話
番
号
を
告
げ
て

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。
）

定
員
四
十
人
（
先
着
順
）

会
費
参
加
費
三
千
円

　
　
　
　
懇
親
会
費
　
二
千
円

そ
の
他
　
表
彰
及
び
懇
親
会
は
、

　
　
　
　
午
後
6
時
か
ら
行
い
ま

　
　
　
　
す
。

露
蒋
灘
耀
耐
わ

保
険
料
癒
除
制
漫

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
期
間

は
、
四
十
年
間
と
い
う
長
い
期
間

で
す
の
で
加
入
期
間
中
に
収
入
が

な
く
な
っ
た
り
、
　
一
時
的
な
収
入

の
減
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
状
況
に
な
ら
な
い

・
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
手
続
き
を
し
な
い
で
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将
来
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
国
民
年
金
で
は
、
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
の
た
め

に
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
免
除
申
請
に
よ

り
納
付
困
難
と
認
め
ら
れ
た
方
に

限
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
申
請
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
、
民
生
課
国
民
年
金
係
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
、
見
守
る
と
い
う
民
間
人
に
よ

る
機
関
と
し
て
で
き
た
の
が
「
人

権
擁
護
委
員
制
度
」
で
す
。

　
人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き

て
い
く
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。

　
村
に
は
、
村
長
が
推
薦
し
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
二
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　
濱
野
孝
司
（
田
沢
）

　
　
　
　
　
智
6
3
－
2
1
7
5

　
齋
喜
正
甫
（
倉
俣
）

　
　
　
　
　
盈
6
3
1
2
5
1
9

員
繋
選
騰
嘆

行
な
り
樵
麟
霧

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
七
年
度
採
用
の
公
立
学
校
の
採

用
選
考
検
査
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。　

教
育
に
情
熱
を
も
つ
皆
さ
ん
か

ら
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
、
募
集
人
員

　
小
学
校
教
員
　
　
約
百
四
十
人

　
中
学
校
教
員
　
　
約
百
人

　
高
等
学
校
教
員
　
約
百
六
十
人

　
養
護
教
員
　
　
　
約
十
五
人

一
一
、
応
募
資
格

　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
出
願
校
種
の
教
諭

の
普
通
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る

人
、
及
び
平
成
7
年
4
月
1
日
ま

で
に
取
得
す
る
見
込
み
の
人
。

三
、
第
一
次
検
査
目

　
平
成
6
年
7
月
1
0
日
＠

四
、
応
募
手
続
き

　
募
集
要
項
の
交
付
を
受
け
、
そ

の
記
載
に
し
た
が
っ
て
願
書
の
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
願
は
、
6
月
3
日
㈹
ま
で
で

す
。五

、
募
集
要
項
の
交
付

　
小
・
中
学
校
教
員
お
よ
び
養
護

教
員
の
希
望
者
は
、
新
潟
県
教
育

庁
義
務
教
育
課
管
理
係
で
、
高
等

学
校
教
員
希
望
者
は
、
新
潟
県
教

育
庁
高
等
学
校
教
育
課
管
理
係
で

直
接
又
は
郵
送
に
よ
り
幕
集
要
項

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
郵
送

を
希
望
す
る
場
合
、
返
信
用
封
筒

（
角
形
2
号
封
筒
に
百
九
十
円
切

手
を
貼
り
、
郵
便
番
号
、
宛
先
を

明
記
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

六
、
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
新
光
町
4
番
地
1
、
新

潟
県
教
育
庁
内
、
義
務
教
育
課
管

理
係
ま
た
は
、
高
等
学
校
教
育
課

管
理
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

盈
0
2
5
1
2
8
5
－
5
5
1
1

環
…
騰
織
覇

『
村
内
2
欝
溝
掃
』
に

　
　
　
　
　
御
協
施
、
響
1

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
広
く
理

解
を
得
、
か
つ
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
6
月
の
一
ケ
月
間
を
「
環

境
月
間
」
と
し
、
ま
た
そ
の
期
間

の
6
月
5
日
を
「
環
境
の
日
」
と

し
て
全
国
各
地
で
環
境
に
関
す
る

行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
の
「
環
境
の
日
」

の
6
月
5
日
＠
に
例
年
村
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

実
施
し
て
お
り
ま
す
「
村
内
一
斉

清
掃
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
村
内
の
環
境
美
化
に
各
集
落
、

団
体
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

鱗

レ
。
、

●

　　　、

O
　
，

ρ
．

o

霧で

／
，
，
詣

2



織
9

‘

自
動
車
税
⑦
納
税
は

お
済
轟
磁
叢
菊
譲

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
5
月

31

日
㈹
で
す
。
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
、
十
日
町
財
務
事
務
所
、
収
税

課
盈
57
i
5
5
1
3
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

6
月
騰
黙
出
砂
災
害

防
止
用
間
膳
磁
楼

　
6
月
に
入
る
と
ま
も
な
く
梅
雨

の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
こ
の

季
節
に
な
る
と
地
す
べ
り
、
が
け

く
ず
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
お
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
家
の
ま
わ
り
の
山
、

が
け
、
小
川
な
ど
に
気
を
つ
け
、

い
つ
も
と
違
う
点
や
お
か
し
い
点

を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
役
場
建

設
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
！
こ
ん
な
前
ぶ
れ
に
注
意

▼
地
す
べ
り

　
・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

　
・
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

　
・
斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
出
す

▼
が
け
崩
れ

　
・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る

　
・
が
け
に
亀
裂
が
入
る

　
・
小
石
が
パ
一
フ
パ
ラ
落
ち
て
く

　
　
る

6
月
董
圖
蚕
7
日
は

「
水
道
週
間
膳
灘
す

　
水
道
は
、
私
た
ち
の
快
適
な
暮

ら
し
や
諸
活
動
を
支
え
る
大
切
な

施
設
で
す
。

　
ま
た
、
水
道
の
水
道
水
は
、
直

接
人
の
健
康
に
係
わ
る
た
め
、
常

に
安
全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
村
で
は
厳
し
い
水
質

検
査
を
行
い
水
質
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と

と
も
に
供
給
の
安
定
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
水
道
の
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
っ
て
も

水
が
出
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
。
飲
み
水
は
も
ち
ろ
ん
、

食
事
の
し
た
く
、
お
風
呂
、
洗
濯
、

水
洗
ト
イ
レ
等
生
活
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
切
な
水
で
す
か

ら
、
み
な
さ
ん
も
水
道
の
水
を
大

切
に
し
て
ム
ダ
な
く
上
手
に
使
い

ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
」
簗
r
輸

　
　
　
　
　
　
　
『
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
醸
　
．

　
　
　
　
　
罷
■
轡

　
　
　
　
・
　
馨
　
軸

議
襯

　
　
　
イ
　
　
　
6
，

住
宅
建
設
資
金
融
資

申
込
轟
受
紺
申

一
、
個
人
住
宅
建
設
資
金
融
資

・
受
付
期
限
　
6
月
1
4
日
㈹

・
融
資
金
利
　
四
・
〇
五
％
か
ら

　
　
　
　
　
　
四
・
三
五
％

二
、
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
融
資

・
受
付
期
限
　
平
成
7
年
3
月
1
7

　
　
　
　
　
　
日
㈹
ま
で

・
融
資
金
利
　
四
・
二
〇
％
か
ら

　
　
　
　
　
　
四
・
三
五
％

　
問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
金
融
公

庫
北
関
東
支
店
　
暦
0
2
5
7
－

32

1
6
6
5
6
ま
た
は
最
寄
り
の

公
庫
取
扱
金
融
機
関
へ

　　ン廃

　
の誉

π

・
　
・
、
つ

死亡
，ごとだと思

とりが交遍

識を高めて

医でもう一雇

故

と父

6月4《イ0日は『歯の衛生週間』です

一生を通して、自分の歯で季節の味を楽しめるよう

に、日ごろから歯の手入れを怠らないようにしましょ

　

》
つ

　《歯の用心一ロメモ》一子どもの歯みがき一

　大人のように自分で歯ブラシを使えるようになるの

は、普通3～4歳で、それまではお母さんがしっかり

みがいてあげることが必要です。3歳をすぎると子供

に自立心が芽生え、自分でやろうとするようになって

きます。

　自分で歯ブラシを持って口の中に入れられるように

なると、大人のまねをして歯ブラシを動かすようにな

ります。この時期にブラッシングの感覚や技術を少し

ずつ身につけるように訓練していくわけですが、子供

には、汚れをきれいにとり除くことができません。そ

こで、まず自分でみがかせたあと、必ずお母さんのチ

ェックとみがけなかった部分の仕上げをしてあげるこ

とが大切です。

　　　　　　　　　　◆

　　　5月31目は「世界禁煙デー」

　　5月31《・6月6日は、『禁煙週間』

《喫煙における危険を再チェック》

●肺がん

　肺がんの危険性は、喫煙本数が多いほど、喫煙期

　間が長いほど、また、喫煙開始年齢が若いほど高く

　なります。

●心筋梗塞

　喫煙は、心筋梗塞や狭心症などの虚血性心疾患に

対する危険を高めます。

●胃潰瘍

　たばこを吸う人は、胃・十二指腸潰瘍にかかる率

　も高くなっています。

●その他

　喫煙は、数々の研究からがんや循環器疾患以外に

　も影響を与えることが分かってきました。呼吸器疾

　患がその代表です。

平成6年5月25日広報なかさとお知らせ版3



～

　　5目25日～6目11目
暮らしのカレンダー

25㈱

26㈲ ラージボール卓球教室　合中里中学校体育館（D19：30～

27働
心配ごと相談日（村山篤稔）　合老人福祉センター

（D13：30～16：00

行政相談日　合老人福祉センター　e）13：30～16：00

28ω

29（日） 高木杯テニス大会　倉清田山テニスコート

30（月）

31㈹ 第2回村民テニス教室　合村民体育館　㊤19：30～

1㈲

2休）

3働
日本脳炎　合保健センター　（D14：00～15：00

心配ごと相談日（山本ケン）　合老人福祉センター

（D13：30～16：00

4ω

5（日） 青年大会郡予選会

村内一斉清掃

6㈲

7㈹ 第3回村民テニス教室　合村民体育館　（D19：30～

8㈱

9休）

10働
1歳半児健診　合保健センター　㊦13：00～13：30受付

心配ごと相談日（藤田義一）　合老人福祉センター

（D13：30～16：00

11ω 少年野球大会　合田沢小学校グラウンド

※変更する場合があります◎ご用の際は確認をお願いします。

②争山・医院禅講

②古藤医院鷺謂

②長山医院鷺謂

②中条病院禅講

今月の納税と振替日

■固定資産税

■軽自動車税

■国　保　税

■国民年金
■保　育　料

■水　道　料

（5月31日）

（5月25日）

（5月31日）

（5月25日）

（5月31日）

（5』月31日）

生闘 知 板

　今回のお知らせ版より新コーナーと

して、広域圏（十日町、川西、中里、

津南、松代、松之山）で開催されるイ

ベント等を掲載することになりました。

◆中里村

勿上越教育大学吹奏楽団「中里演奏会」

日
場
場
演

期
会
開
開

6月12日（日）

ユーモール多目的ホール

13：30

14：00～15：00

入場は、無料です。

◆十日町市

笏高校招待親善野球大会

　日程・6月ll日（土）

　　　市立船橋対十日町　11：00～

　　　市立船橋対川　西　13：00～

　　　・6月12日（日）

　　　市立船橋対十　実　10：00～

　　　市立船橋対十日町　12：30～

　入場料　大人500円小中高校生無料

◆津南町

笏萌木祭

　期日　6月4日（土）・5日（日）

　　　ニジマス釣りやきのこのコマ

　　　打ち体験などが行われます。

笏山伏山森林公園オープン

　期日　6月5日（日）

　　　一口そば大食い大会・宝探し

　　　大会などが行われます。
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